
第10回研究会 概要

不適切な請求・入金取引の検討とCAATsによる分析手法



概要

◆ 概要

売上の監査におけるCAATsの活用方法として、「不適切な請求・入金取引」をテーマに、実データを想定したデモ
データを用いて、分析シナリオの作成およびCAATsツール（*）による対象データ抽出を行った。

*THUMGY Data（開発元：三恵ビジネスコンサルティング株式会社）を参加者各位へ提供し、共通のツールで操作を行った。

※デモデータは架空のものであり、実在の企業・人物・団体とは一切関係ありません。
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Data Approachによる分析シナリオの作成

◆ Data Approachとは

入手データの項目を分析することで、データを活用した新規のデータ分析シナリオを立案する手法。データ項目
間の関連性やデータ項目で保持するデータの内容に着目することで、業務プロセス等の理解と合わせて通例で
はない取引等を抽出する為のデータ分析シナリオを作成することができる。

◆ 背景

会社は、請求管理システムによって売上代金の請求および入金管理をしている。
このシステムは柔軟な運用ができることから、様々な課題があるとみられている。

◆ 入手データ（デモデータ） ※データ項目は、次ページ参照
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No ファイル名 内容

01 請求明細.xlsx 2024/01/01～2024/12/31に請求された請求データ

02 入金明細.xlsx 2024/01/01～2025/03/29に入金された入金データ

03 顧客マスタ.xlsx 2024/12/31時点の顧客マスタデータ

04 従業員マスタ.csv 2024/12/31時点の従業員マスタデータ

05 職階マスタ.csv 2024/12/31時点の職階マスタデータ

06 カレンダーマスタ.csv 休日を含むカレンダーマスタデータ



Data Approachによる分析シナリオの作成

◆ 入手データのデータ項目
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Data Approachによる分析シナリオの作成

◆ 「不適切な請求・入金取引」というテーマでの分析シナリオ

以下の分析シナリオを作成した。
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データ抽出の操作

◆ 分析シナリオに基づくデータ抽出の手順

以下のファイルを参照してください。

• 第10回研究会まとめ.pdf

• 研究会用プロジェクト_最終版.zip

※ファイルは、法人会員、正会員、準会員の方にご覧いただけます。会員ページよりご覧ください。

（操作のファイルは、法人会員、正会員の方のみとなります。）
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